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ときじかんじこく
l｡時⑳時間◎時刻
ときつきひねんげつとしつきさいげつ
時　月日　年月/年月　歳月
ときながときたわす
｡時の流れ｡  ｡時の経つのを忘れる｡
あさおときあたまいた
｡朝起きた時から頭が痛い｡
とけいだいかねときつ
時計台の鐘が時を告げる｡
とき うつ けいかく じつこう
時 を 移 さず 計 画 を 実 行 す る○
とき ふだん じゆんぴ たいせつい ざ と い う時 の た め に 普 段 か らの 準 備 が 大 切 だ ○
ときかね
時は金なり
･--一-　　_　　　　　　　　亡∴∵･.  .:∴　∴.
ねんさいげつついかんせいちょうへんしょうせつ
｡ 3 0年の歳月を費やして完成した長編小説｡
じかんじこくじふんびょう
時間　時刻　時｡分｡秒
さいげっひと ま歳 月 人 を 待 た ず
適蛍やミ⊂=コ｡ (過ぎる滝っ｡芸還れる｡買い｡姦しい｡･-)
｡姦め量り呂までに義尚は芋芽にある｡ ｡長滝を巌鎧する｡
すいみんじかんた
｡睡眠時問が足りない｡
きょうそう　　　い　　　せんしゅ
しこと いがい じかん く
こ の 仕 事 は 意 外 に 時 間 を食 う○
しょよう　じ　かん　　　　　じ　かん　　ぷん　　　　びょう
｡マラソソ競走1位の選手の所要時間は2時間8分1 5秒だった｡
いませいかくじこくじふんびょう
｡ただ今の正確な時刻は18時25分30秒です｡
やくそくじこくじかんまの
｡約束の時刻/時間に間に合わない｡
じこくひょうはっしゃじこくしら
｡時刻表で発車時刻を調べる｡
あいだおりさいとたんしゅんかんいっしゅん
問　折　際　途端　瞬間　一瞬
ね　　　ま　　　お　　　　　　　ペんきょう
じこくじかんまちが
｡時刻/時間を間違えたかな｡
ま　　りゅうがくせいかつ
｡寝る間を惜しんで勉強する｡  ｡あっという間の歯学生活｡
ま　　　is　　　　　　　　　;王な
｡間を置いてから話しだす｡
ねむ　　　　　　　　　あいだ　　ゆき　　　つ
Lやちよう ふたり ま
社 長 と 二 人 で い る と 間 が も た な い ○
なが　　あいだ　　　く　ろう　　みの
｡眠っている間に雪が積もっていた｡  ｡長い間の苦労が実る｡
｡鎧をみて葺昌諒する｡ ｡この巌だから芸当のことを苗ち晶けよう｡
とあとたんひじょうなひぴいっしゅんできごと
｡戸を開けた途端､非常ベルが鳴り響いた｡  ｡一瞬の出来事｡
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ころ　-ごろ　-ほど　-どき
WE
｡子どものころが懐かしい｡
ひるだいがくい
｡昼ごろ大学に行くつもりです｡
せんせいでんわ
｡けさほど先生からお電話がありました｡
ふだんにちじょうひひび
普段　日常　日ごろ　日々
ふだんひと
｡普段はおとなしい人｡
にちじょうさはんじじけん
｡日常茶飯事の事件｡
ねんじゅう
しょくじらいきゃく
｡食事どきの来客｡
たんちょうすいにちじょうせいかつ
｡単調に過ぎて行く日常の生活｡
ひおこなひぴく
｡日ごろの行い｡  ｡日々の暮らし｡
つね　　　　　　　　た
毎年　しじゅう　しょっちゅう　常(に)絶えず　いつも
｡あの憲は軍等嵐若だ｡ ｡買はしじゅう/¥芸ばかり去っている｡
にほんじょうくうつねにしよかぜふ
｡日本の上空には常に西寄りの風が吹いている｡
｡いつもの憲で羨もう｡ ｡毒昌はいつも7巌昌を養ます｡
たびたび　しばしば　ときどき　たま(に)たまたま　ときおり
｡たびたび竃嘉をしてすみません｡ ｡慧議へはしばしば立ち去る｡
｡孝義からときどき等がちらつく｡ ｡たまに策で憲義をする｡
ねんねんこくこく
年々　刻々　だんだん　しだいに
ねんねんものねだんあ
｡年々物の値段が上がる｡
さむ
･だんだん寒くなる｡
かいしじかんこくこくせま
｡開始時間が刻々と迫る｡
びょうき
｡病気はしだいによくなっている｡
としつきしゆうひ
2｡年◎月◎週◎冒
としねんつきしゅうひ
午/年　月　週　日
けっこんつぎとしちょうなんう
｡結婚した次の年に長男が生まれた｡
としからだいた
*年のせいで体があちこち痛い｡
つきかがつ
｡月が替わって12月になった｡
あめひ
?雨の冒ばかりでいやになる｡
かいしゃはいひあさ
会社に入ってから日が浅い｡
とし　　　あ
｡年が明けてから会おう｡
ねんいちどきょうりかえ
｡年に-度しか郷里には帰れない｡
しゅうめ
その週ならばお目にかかれます｡
こ　　.ft f-.た
｡日を改めてうかがいます｡
よひつしごといそ
夜を日に継~いで仕事を急ぐ｡
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ねんねんかん
く年-)　年間
ねんしんねん
く一年)　新年
わんかん
｡年間1 000万円の収益を見込む｡
ねんないねんごうねんだいねんど
年内　年号　年代　年度
きんねんれいねんへいねんほうねん
近年　例年　平年　豊年
まんえん　　しゅうえき　　み　こ
ねんれいねんしゅうねんかん
年齢　年収　年鑑
えつねんしゅうねん
撞　　　?'llj　…:
ねんごうあらた
｡年号を改める｡
｡炭肯造りの手蔓を妄競る｡ ｡芙箪試笠1 0摘竃の孟芸毒裟
∴･=∴　　　∴　∴:･ ＼-･_　_こ=二　∴-
らいげっはじ　　　　きこく　　　　　　　　　　　　　　　げっまつ　　　　しはら
｡来月初めに帰国するつもりだ｡
｡桜は来月の上旬ごろが見ごろだ｡
｡月末にお支払いをします｡
さくら　らいげっ　じょうじゅん　　　　　み　　　　　　　　　しゅうまつ　りょこう　　　　　よてい
｡週末は旅行にいく予定だ｡
じつしゅくじつきゅうじづさいじつへいじつがんじつとうじつきんじつ
く一日)　祝日　休日　祭日　平日　元日　当日　近日
にち　　　いちにち　はんにち　めいにち　えんにち　･しょにち　　きちにち　　きちじつ
く一日)　一日　半日　命日　縁日　初日　吉日/吉日
びようびにちようぴげつようびかようぴすいようびもくようび
く一日)　曜日(日曜(冒)｡月曜(冒)｡火曜(冒)｡水曜(冒)｡木曜(冒)
s s　∴･　∴　　　　　　　∴
こくみん　しゅくじつ　　にちようぴ　　かさ　　　　　　　よくじつ　　げつようび　　きゅうじつ
｡国民の祝日が日曜日と重なるときは翌日の月曜日が休日になる｡
しけんとうじつはやおで
｡試験の当日は早起きをして出かけた｡
ひにちじひづけ
日にち　日時　日付
'^ml姻
｡仕上がりまでに日にちがかかる｡
いちにちじゅうあめふ
｡一日中雨が降っている｡
にちじおし
｡日時は追ってお知らせします｡
ついたち　ふつか　　みっか　　よっか　　いつか　　むいか　　なのか　　なぬか　　ようか　ここのか　　とおか
一日　二日　三日　四日　五日　六日　七日/七日　八日　九日　十日
はつか
二十日　みそか[三十日]おおみそか[大晦日]
がんじつにっきみっかばうずお
○元日から日記をつけようとしたが三日坊主に終わってしまった｡
おととい きの う きよう あ した/あす
Iー､ー I一一I一一I一一IIー -Iー IIー -Iー -Iー IIー TI一一I{▲Iー II二識 旨 昌緒 宗旨/琴冒 嵩 等
あさって
みようごにち明後 日
芙芸 L# 買 憲 等 憲 策 憲 さらいしゆう再来 週
完買芳 覧芽 等芳 美芳 さらいげっ再莱月
いつさくねん きよねんさくねん ことしはんねん らいねんみようねんおとと し/一昨年 去年/昨年 今年/本年 来年/明 年 さらいわん再来年
はつか さらいしゆう らいげっ
｡きょうが二十日だから､
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再来週というと来月たなってしまう｡
しみ
｡あすをも知らぬ身｡
ことしどしこんにちせかいじょうせい
･今年はうるう年だ｡　*今日の世界情勢｡
らいねん い おに わら来 年 の こ とを 言 うと鬼 が 笑 う
ぜん
く前-)
よく
く翌-)
.*>
かぜ ふあ し た は あ し た の 風 が 吹 く
ぜんねんぜんやぜんねんどせんせんねんせんじつせんや
前年　前夜　前年度　　く先-)　先年　先日　先夜
よくねんよくとしよくねんどよくげつよくしゅうよくじつよくちょうよくあさ
翌年/翌年　翌年度　翌月　翌週　翌日　翌朝/翌朝
あ　　　　　とし　　あ　　　　　ひ　　　あ　　　　　はん　　あ　　　　　あさ
く明くる-)　明くる年　明くる日　明くる晩　明くる朝
せんじつしつれい
｡先日は失礼をしました｡
はん　　　　　　　はんとし　　はんつき　　はんにち
く半-)　半年　半月　半日
まいまいとしまいねんまいつき
く毎-)　毎年/毎年　毎月
かくかくねんかくげつかくしゅう
(隔-)　隔年　隔月　隔週
きょうじゅかいかくしゅう
｡教授会は隔週にある｡
あひてんき
｡その明くる日はよい天気になった｡
はんせいき
半世紀
まいしゅうまいにちまいあさまいばん
毎週　毎日　毎朝　毎晩
にちねん
く-おき)　1日おき　2年おき
ねんひら
｡オリソピックは4年おきに開かれる｡
いちにち
3.----冒
あさひるばんよるあさばん
朝昼晩夜朝晩
｡毒昌から違っていた謁力昼こは主がった｡ ｡錆諾しくなりました｡
ばんよるらいうひるき
｡晩から夜にかけて雷雨があった｡　*お昼はパンに決めている｡
よああがたみめいそうちょう
夜明け　明け方　未明　早朝
ふゆあがたまくらかみめいかじ
｡冬なので明け方でもまだ真っ膚だ｡  ｡ 1 4日未明に火事があった｡
しょうごごぜんごごひるまにっちゅうゆうがたゆうこく
正午　午前一午後　昼間　日中　夕方　夕刻
｡竃茸のニュース｡ ｡キ箭箭ま姦毒にするので孝義に養てください｡
ひるまにっちゅうあつゆうがたすず
｡昼間/日中は暑かったが､夕方から涼しくなった｡
よなかまよなかやかんやぷんしんや
夜中　真夜中　夜間　夜分　深夜
さいきんよなかおいえおおやぷんおそい
｡最近は夜中でも起きている家が多い｡  ｡夜分恐れ入ります｡
こんはんこんやさくはんさくや
けさ　今晩　今夜　ゆうべ　昨晩　昨夜
はやゆうじんでんわ
｡けさ早く友人から電話があった｡
こんはんでんわ
｡今晩電話をしてもいいですか｡
15
ねく,る
｡ゆうべは寝苦しかった｡
おんがく　　ゆう　　　　　　　　　　　はんく･み　　み
* ｢音楽の夕べ｣という番組を見る｡
きせつ
季rilJ
きせつじこうじせつ
季節　時候　時節　シーズン
にほんきせつうつか
｡日本は季節の移り変わりがはっきりしている｡
と　かい　　　　きせつかん　うしな　　　　　　　　　　　　　　　じ　こう
｡都会では季節感が失われている｡ ｡時候のあいさつを善く｡
か
｡毒茄蒜〕蒜笈芙炭に｡ ｡蔓鋲シーズンでホテルは諒賞だ｡
しきしゅんかしゅうとうはるなつあきふゆ
四季　春夏秋冬　春｡夏｡秋｡冬
｡この品芸は露の憂揖こ喜んでいる｡ ｡憲から菱への壷わり昌｡
｡詣蒜は窟がまだ臥､｡ ｡肴く菱を蔵しむ｡ ｡炭が護まる｡
｡葺長が去って等が去る｡ ｡護り嵩力嵩め遠で筈を適す｡
*美星の憲を還しむ｡ *違炭が右き孟まり等の轟花だ｡
ふゆきた はるとお冬 来 りな は 春 遠 か ら じ
そうしゅんばんしゅんしょかまなつ
早春　晩春　初夏　真夏
しょかきこう
｡初夏のさわやかな気候｡
しんねんはつはるねんとうとしはじ
新年　初春　年頭　年初め
しんねん　　むか　　　　　　　　　わんとう
おんなごころ おとこごころ あき そら女 心 / 男 心 と秋 の 空
しょしゅうばんしゅうしょとうまふゆ
初秋　晩秋　初冬　真冬
まふゆきびさむた
｡真冬の厳しい寒さに耐える｡
くねんまつさいまつ
暮れ　年末　歳末
もう　　　あ
｡新年を迎える｡ ｡年頭のごあいさつを申し上げます｡
卑し　　_(_　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　か　　　　　　　　　　さいまつおおうり　だ
｡年の暮れにカレンダーを掛け替える｡
かこげんざいみらい
≡三通w^　魂三二'-C/¥さ
かこげんざいみらいしょうらい
過去　現在　未来　将来
かこけいけんい
｡過去の経験を生かす｡
(il
｡歳末大売出しが始まる｡
げんざいくまんぞく
｡現在の暮らしに満足している｡
せいねんあかみらい
｡青年には明るい未来がある｡
むかしいぜんとうじ
昔　以前　かつて　当時
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しょうらいけいかくた
｡将来の計画を立てる｡
むかしうみ
｡ここは昔は海だった｡
じゆうねんひとむかし とき た はや
十 年 一 昔 と い うが 時 の 経 つ の は 早 い ○
ひと いぜんあ いぜん
●あ の 人 に は 以 前 会 っ た は ず だ ○ ○以 前
ちちきょういん
｡父はかつて教員だったことがある｡
さいきんちか
最近　近ごろ　このごろ　このあいだ
ちきゅうさいきんおんだんか
｡地球は最近温暖化しているらしい｡
はは　　ちか　　　　みみ　　とお
いまげんき
ょりも今は元気にな､った｡
とうじおもかげのこすぎなみき
｡当時の面影を残す杉並木｡
せんじつ
I. !
さいきんわかもの
｡最近の若者はおとなしい｡
まいにち　　　　　　　　　あめ　　ふ
｡母は近ごろ耳が遠くなった｡ ｡このごろ毎月のように雨が降る｡
やましたせんせいせんじつめ
｡山下先生にはこのあいだ/先日お目にかかったばかりだ｡
いまいま
今　今ごろ　さっき
きゃくいまかえ
｡客は今帰ったばかりだ｡
きゃく　　いま　　　　　　はい
ともでんわ
｡さっき友だちから電話があったよ｡
いま　　しゃちょう　　　はなし
｡客は亭ふろに入っている｡ ｡今の社長とは話をしたことがない｡
茂は琴遣るところだ｡ ｡琴ごろは豪に着いているだろう｡
まもなく　すぐ(に)じき(に)ただちに　さっそく
でんしゃとうちゃく
･まもなく電車が到着します｡
いえかえこごと
｡家に帰るとすぐに小言だ｡
ちちかえ
｡父はじきに帰ります｡
にゆうがく
｡入学してまもなぐテストがあった｡
てがみへんじだ
｡手紙の返事はすぐに出しなさい｡
ぜんいんしゅっばつ
｡全員がそろったらただちに出発する｡
しょうちいただ
･さっそくご承知を頂きありがとうございます｡
とうぷん
しばらく当分
.しばらくお基いしませんでした｡ ･当芽芙箪-おく与差はない｡
いずれ　そのうち(に)あとで　のちほど
｡いずれわかってくれるだろう｡
びょうきなお
｡病気はそのうち治るだろう｡
｡あとでうちに去ってくれ｡ ｡のちほどお篭にうかがいます｡
こんご
今後　これから
こんごそうだん
｡今後のことを相談する｡
にほん
･これから日本はどうなるのか｡
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いぜんいらいいごいこう
寸圧:; -- I.'∴?*　…守雄と　一一日証
らいげつかいぜんひっちゃく
｡来月10日以前に必着のこと｡
かいごうつ
｡ 1 0日以後は受け付けない｡
もう　すでに　まだ
しごとお
･仕事はもう/すでに終わった｡
なつやす
｡もうすぐ夏休みだ｡
けん
そつぎょういらいあゆうじん
｡卒業以来会っていない友人｡
めいじいしんいこうきんだいよ
明治維新以降を近代と呼ぶ｡
しごとお
｡仕事はまだ終わらない｡
せつめい
｡この件についてはすでに説明した｡
きかんきげん
6｡期間◎期限
きかんじき
期間　時期
かききかんとしょかだきん
｡下記の期間は図書の貸し出しを禁じる｡
まいねんじきわたどりく
｡毎年この時期には渡り鳥がやって来る｡
く一期)　学期　会期　任期　周知
のうはんきかっすいきかときてきれいき
農繁期　渇水期　過渡期　適齢期
がつあたらがつきはじ
｡ 9月から新しい学期が始まる｡
かんねんかんげっかんじゅんかんしゅうかん
く一問)　年間　月間　旬間　週間
ねんかんつうしゅうにゆうか
｡年間を通じて収入は変わらない｡
しゅうかんどくしょしゅうかんあいちょうしゅうかん
く一週間)　読書週間　愛鳥週間
じゅんぴきかんひつよう
｡準備期問が必要だ｡
しゅっかじき
｡キャベツの出荷時期｡
き　　　がっ　き　　かいき　　にんき　　しゅうき　ちょうき　　たんき　　こんき　　じ　き　　らいき
上::!! 'ォ?.‖叫　′rm｡沃削｡圭l-'J
さいせいきししゅんき
最盛期　思春期
けっこんてきれいきむかじょせい
｡結婚適齢期を迎えた女性｡
げつすうげつげつげつ
く-か月)数か月1か月｡2か月｡
とちゅうさいちゅう
?JTIい.I.
i蝣'-:-
さぎょうとちゅう
｡作業を途中でやめる｡
やかんふつかかんさんげつかん
夜間　2日間　3か月間
やかんがいしゅつきん
｡夜間の外出を禁じる｡
しゅうかんしゅうかん
1週間｡ 2週間｡-･
げつ
3か月｡-
しょくじさいちゅうでんわ
｡食事の最中に電話がかかってきた｡
･一　　二一･ ∴ ･
こんしゅうちゅうごぜんちゅうこうじちゅうしようちゅうけんとうちゅうでんわちゅうりょこうちゅう
今週中　午前中　工事中　使用中　検討中　電話中　旅行中
さはくにっちゅうきおんど
｡砂漠では日中の気温が50度を超える｡
かれしようちゅう
｡そのパソコンは彼が使用中だ｡
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ごぜんちゅうひま
｡午前中は暇だ｡
せんせいりょこうちゅう
｡あいにく先生は旅行中です｡
じゅう　　　　ねんじゅう　　いちねんじゅう　　いちにちじゅう
(-中)　年中　一年中　一日中　今年中
いちねんじゅうしごとおことしじゅうしごとかんせいよてい
｡一年中仕事に追われる｡　｡今年中に仕事は完成する予定だ｡
ことしじゅう
今年中
にっていかていかてい
日程　スケジュール　課程　過程
にっていちょうせいきょうしょくかていりしゅう
･日程/スケジュールを調整する｡  ｡教職課程を履修する｡
さぎょうかていきろくひとせいちょうかていさまざま
｡作業の過程を記録する｡　｡人の成長の過程には様々なことがある｡
きげんねんげんにちげんじげんかぎ
期限　年限　日限　時限　限り
やくそくきげんまあ
｡約束の期限に間に合わせる｡
き
切り
じげんそうちさどう
｡時限装置が作動する｡
きかんきょうかぎ
｡サービス期間は今日限りです｡
しごとき
｡仕事に切りをつける｡
かんが き
い つ ま で 考 え て い て も切 りが な い ○
じだいねんだいせだい
7.時代◎年代◎世代
じだいねんだい
時代　年代
じだいながひとこころか
｡時代の流れとともに人の心も変わる｡
ふる　　　よ　　　　じ　だい　　おも　　　で　　　　　　　しん　じ　だい
いま しごと き わる今 は 仕 事 の 切 り が 悪 い ○
じだいせんたんいぎじゅつ
｡時代の先端を行く技術｡
い　　　かた
｡古き良き時代の思い出｡　｡新時代にふさわしい生き方｡
えいがせいねんじだいしゃしんいぜんじだいちが
･映画スターの青年時代の写真｡　*以前とは時代が違う｡
ねんだいじゅんきろく
｡年代の順に記録する｡
こだいじょうだいちゅうこちゅうせい
古代　上代　中古　中世
こだいいせきたず
｡古代の遺跡を訪ねる｡
のうそんきんだいかすす
｡農村の近代化を進める｡
しょうわねんだいう
｡昭和1 0年代に生まれた子ども｡
きんせい　　きんだい　　げんだい
近世.近代　現代
ちゅうせいこじょう
･中世ヨーロッパの古城｡
きんだいてきとしうか
｡一近代的な都市に生まれ変わる｡
げんだいじんすいみんじかんみじか
｡現代人の睡眠時問は短くなるいっぽうだ｡
せい　き　　　き　Q'ん　　せいれき　　ねんごう
世紀　紀元　西暦　年号
せいきいっせんきげんぜんねん
｡世紀の一戦｡　｡紀元前2 0 0年｡
せいれき　　　ねんこう　　へいよう　　　　　　　　　　　　せいれき
せいきまってきせそう
｡世紀末的な世相｡
ねん　　へいせい　　　　　ねん
｡西暦と年号を併用する｡　｡西暦2000年は平成1 2年だ｡
せいきぜんせいきこんせいきはんせいきせいき
く一世紀)前世紀　今世紀　半世紀　20世紀
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せんごはんせいきす
｡戦後もう半世紀が過ぎた｡
げんしじだい
原始時代
ならじだい
J-.｣:甘I; 'し
えどじだい
江戸時代
にほんしじだいくぷん
日本史の時代区分
じょうもんじだいやよいじだい
縄文時代　弥生時代
へいあんじだいかまくらじだい
平安時代　鎌倉時代
めいじじだいたいしょうじだい
明治時代　大正時代
こふんじだい
古墳時代
むろまちじだい
室田川I.--代
しょうわじだい
昭和時代
あすかじだい
飛鳥時代
あづちももやまじだい
安土桃山時代
せだいいっしょうしょうがい
世代　一生　生渡
せ　だい　　こうたい　　すす さいきん　　わかもの　　　　　せ　だい　　ちが　　　　かん
｡世代の交替が進む｡　｡最近の若者とは世代の違いを感じる｡
かれどうせだいにんげん
｡彼はわたしとは同世代の人間だ｡
いっしょうこうふくくしょうがいともつあ
｡一生を幸福に暮らす｡　｡生涯の友として付き合う｡
せいしゅんせいねんちゅうねんちゅうこうねんはんねん
青春　成年　中年　中高年　晩年
せいしゅんおうかばんねんこきょうす
｡青春を誼歌する｡　｡晩年を故郷で過ごす｡
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